
“切手のないおくりもの♫”　（弁護士　猪股　正）
　ソースからずっしりと重い本が突然届いた。手紙は付いていない。巻末の著者「主要業績」を見る。難しそうな論文が並ぶ。「中央線が
直線であることの植民地主義的な意味－社会科・地歴教材開発の観点から」。ソースらしくておかしい。確かに、地図を見ると、新宿から
わずかに北上したあとは、立川まで西へ微動だにしない一直線だ。住人も地形も蹴散らしたようなこの直線に上からの傲岸不遜な力を感じ
たんだと思う。「あとがき」が長い。大学時代、山岳部に入り浸り、そこが初めて意識した親密圏で、ゼロ単位を自慢する価値観に率先し
て染まったこと、京都暮らしは長く先行き不透明な苦悩の時代であったことなどが綴られている。

中央線が直線であることの植民地主義的な意味
　ソースは京大山岳部時代の後輩。一緒に丸太に跨がり奥利根湖を横断し利根川源流から尾瀬ヶ原へと遡行した。吉田拓郎ファンで気が合
い、無口な私は明るくよくしゃべる後輩のソースからよくいじられた。司法試験に受からない苦しい時代、よく励まされた。ソースは京都
に残り留年、休学、院浪。ずっと心を離れずその存在を感じながら生きてきた。

　この「現代日本の規律化と社会運動」（及川英二郎著。日本経済評論社）という難しいタイトルの本には、生協の主婦の運動、胎児性水
俣病患者の運動のことなどが書かれている。「生活保護を受けて何がワルインダ」「ホームレスであって何がワルインダ」、“ああなって
はならない者”とされた人々こそが「当然の者」として普遍化されるような「新しい共同性」を展望する、「共同性」へと架橋するのは人
間の多様な想像力であり、だからこそ歴史の叙述が必要で、抗う活動は人間の日常的な営みに軸足を置く必要があると書いてある。

　長い思索の積み重ね、ソースの人生の厚みや重みを感じる。難しいけれど心はわかる。歴史学者と弁護士となり、離れたところを歩いて
きたけれど、近くでつながっている。こうした幸運に感謝し、私も、日常の営みに軸足を置き、抗う一歩を続けたいと思う。

（弁護士　猪股　正　　事務所ニュース・2023年夏号所収）

※　切手のないおくりもの／財津和夫
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日々勉強です
初めまして、昨年12月に埼玉総合法律事務所に入所しました。弁護士の宮本澄香と申します。よろしくお願いいたします。
弁護士としての業務を開始して早3カ月が経とうとしていますが、日々新しい発見・学びの連続で、やりがいを持って業務に取り組めてい
ると感じます。

さて、弁護士は、法科大学院や司法修習で学ぶ中で、法律や訴訟手続に関する一通りの知識を身につけてはいますが、経験の浅い内はまだ
まだ未知の法分野も多いというのが実状です。そこで、経験不足をカバーするため、業務終了後に研修に参加したり、日弁連が弁護士向け
に提供しているe-ラーニング講座を視聴するなどして、未知の分野の知識を身に付けられるようにしています。

私が目下勉強中なのは労働法です。これまで労働法を学ぶ機会のなかった私ですが、事務所で労働事件を扱うことも多いため、今になって
慌てて勉強しています。
労働法を学んでいると、これまでのアルバイト経験や前職会社員時代の出来事を思い返して、「あれは違法だったのでは？」という考えが
頭をよぎることもあります。残念ながら、従業員に対して違法な働き方を強いる企業や団体は未だ少なくないのが現状です。

自身の弁護士としての活動が、そのような労働環境改善の一助となればと思いつつ、今日も事件に取り組んでいます。

弁護士　宮本　澄香

【コラム】弁護士になるまでを振り返って（弁護士深谷直史）
入所してから約半年が経ってしまいました。なんだかあっという間です。思えば、弁護士になるまで、新型コロナウイルスに振り回されて
きました。未知の感染症が拡がる中で司法試験は延期、図書館や学校は閉鎖されて勉強ができない、延期後の日程は夏真っ盛りの猛暑日と
いった状況で司法試験を受けました。例年恒例であった法務省掲示板での合格発表も、中止になってしまいました。無事合格した後も、修
習はオンラインとの併用、同期や教官とろくに顔も合わせない、カリキュラムの変更など制約の多かった修習でした。五月雨式に来る司法
研修所からの事務連絡に右往左往しているうちに、修習も終わってしまいました。今振り返ると、すごく大変だったなと思います。無事に
弁護士になれて、半年間無事になんとかやれていることに喜びを感じています。迎え入れてくださった埼玉総合法律事務所の皆様、お世話
になった家族と友人に感謝申し上げます。 　

弁護士になった後も、研修三昧の日々で、司法試験を受けているときよりも勉強することは多いです。委員会にも１０個近く入ってしまい、
色々な行事に顔を出しています。コロナも比較的落ち着いてきて、弁護団のイベント等で地方に行くことも多くなってきました。学ぶべき
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ことは、まだまだたくさんあります。今年も謙虚の気持ちをもって、目の前のことに一生懸命取り組みたいと思います。

弁護士　深谷　直史

（事務所ニュース・2023年新年号掲載）

【コラム】考えることをあきらめない（弁護士鈴木満）
２０２２年に扱った事件を思い返してみると、当初は、こちらの主張が認められる見通しは厳しいと思っていたものの、結果として、認め
られた事件が多かったように思います。

事件の見通しを考える作業の一つとして、過去の裁判例を見て、似たような事件でどのような判断が下されているのか確認することがあり
ます。その作業の中で、あまりいい見通しが立たないと、事件を進めていくときに、とても悩みます。反論の書面の作成がなかなか進まな
かったり、相手側の証人に対する反対尋問を考えるときに何をどのように聞いたら証言の信用性を下げることができるのか苦慮したりする
ことがあります。上記の事件でも、たくさん悩んで苦しい思いをしたことがありました。

しかし、そんな時でも、あきらめずに、粘り強く、事件記録や資料に向かい、考え続け、そして、行動することで、良い結果を出すことが
できることもあると強く感じました。

昨年カタールで開催されたサッカーワールドカップ、日本対スペインの試合で、決勝アシストをした三苫選手のプレーは、まさに、あきら
めない気持ちを体現するようなプレーであり、なんだか勇気をもらったというか、勝手に、背中を押してもらったような気持ちになりまし
た。

今年もよりよい解決を目指して、目の前の事件に、粘り強く取り組んでいこうと思います。そして、入会してからなかなか行くことができ
ていないジムにも、あきらめずに行く努力をしようと思います。

弁護士　鈴木　満

（事務所ニュース・2023年新年号掲載）
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【コラム】男女共同参画社会へ（弁護士南木ゆう）
弁護士１０年目（親になって８年目）となりました。日弁連設立当初（１９５０年）は、弁護士総数５，８２７人のうち女性はわずか６人
（全体の０．１％）でしたが、２０２０年には弁護士総数４２，１６４人、うち女性は８，０１７人（全体の１９．０％）となったそうで
す。女性弁護士の数は飛躍的に増加していますが、日々の業務においては、まだまだ女性弁護士が足りていないと感じる場面が多々ありま
す。性被害やDV問題に限らず、また男女を問わず、同性の弁護士に相談したいというニーズもあり、私も女性からの相談を多く受けてい
ます。

国は、「指導的地位に占める女性の割合を２０２０年に３０％にする」という目標を定め、法曹三者も各々取組みを行ってきましたが、裁
判官２７．２％、検察官２６．０％、弁護士１９．０％ といずれも目標を達成できず、特に弁護士が目標を大きく下回りました。

女性弁護士は、家庭との両立を考え企業へ就職する人も多いので（企業内弁護士の女性の割合は４０％超）、当事務所のような「まちべん」
といわれる法律事務所では女性の割合はもっとずっと低いようです。

そんな中、当事務所に女性弁護士が１人増えました！（本原稿執筆時には予定）。幅広い分野に取り組み、人権問題や社会問題にも携わっ
ていきたいという志を持つ素敵な女性です。  様々な場面で、男女が均等に政治的、経済的、社会的及び文化的利益を享受することができ
る社会を目指し、私も目の前の小さなことから変えていきたいと思います。

弁護士　南木　ゆう

（事務所ニュース・2023年新年号掲載）

【コラム】木の棒を育てる（弁護士竹内和正）
家のベランダに中型のプランターを2台置き、もう何年も花や野菜、ハーブなどを育てています。突然生えてきたキノコにおびえたり、はっ
ぱを食い荒らす虫と（直接さわれないので棒で）対決したりしながらも、プランターで四季を楽しんでいます。去年は、プランターの端に
勝手に生えてきた雑草に、３か月程度、毎日水をあげ続け、こんもりと大きく育てることにも成功しました。

栽培欲は留まることを知らず、観葉植物も育ててみたいと考えるようになっていたのですが、室内の観葉植物に虫が発生してしまったらと
考えると、怖くて手を出すことができませんでした。そうしていたところ、物欲しそうに観葉植物を眺める僕の姿をみかねた家族が、昨年
の誕生日にお猪口に植えられた小さなパキラを贈ってくれました。僕は、とても嬉しくて、（家だと虫がついたら困るので）事務所で育て
ていたのですが、パキラは日を追うごとにどんどん元気がなくなり、葉が落ちていってしまいました。僕は、穴がなく水が抜けないお猪口
の構造に問題があると考え、パキラを鉢に植え替えました。そして、その結果、現在は、おしゃれな白い漆器の鉢に、「パキラ」と書かれ
た札と、木の棒だけがささっている状態になっています。
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そして、それから半年、僕は木の棒に水をあげ続けています。僕としてはパキラを育てているのですが、事務所の皆さんからすると、木の
棒に水をかけ続けているように見えていると思います。さすがに気味が悪いのか、どうして僕が木の棒に水をかけ続けているのか聞いてく
る人はいません。

枯れるも何も、現状、ただの棒なので、いつあきらめてよいかもわかりません。このままでは、新葉が出てこない限り、僕は黙々と、これ
からずっと、木の棒に水をあげ続けなければならないことになります。 なんとか今年、新葉が出てくれることを切に願います。

弁護士　竹内　和正

（事務所ニュース・2023年新年号掲載）

こちらの話には続きがあります。続編はこちらです。
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【コラム】眠る美術品（弁護士谷川生子）
コロナ渦の中、足が遠のいていましたが、昨年は何回か美術館に行くことができました。美術の知識はなくとも、心惹かれる作品に出会っ
たり、作品の背景をあれこれ考える時間は楽しいものです。こんな風に、多くの人にとって美術品は鑑賞して楽しむものだと思いますが、
一部の人にとっては資産あるいは投資対象でしかありません。
輸入手続前に品物を保管する「フリーポート（保税倉庫）」の実態を描いた海外ドキュメンタリーを見ました。フリーポートに保管されて
いる間は関税等の税金がかからず、しかも一時的な保管庫のはずが保管期間の延長が認められているため、超富裕層が、購入した美術品を
半永久的にフリーポートに保管しているのです。数々の貴重な美術品が誰の元にも（買った本人の元にさえ）届くことなく倉庫に眠ってい
るとは。それだけでも十分罪に思えますが、問題はフリーポート内で取引すれば税金がかからないため、マネーロンダリングや資産隠しに
利用されているという点です。スイス、香港、シンガポ－ル等世界各地で前々から疑問視されているものの、多くの国は巨額の収入を見込
めるフリーポートビジネスを擁護しています。
政治も美術品も限られた人のものなのかとやりきれない気持になりますが、ウクライナ侵攻後、ロシアへの制裁措置に関連して、フリーポー
トに新たな規制を設ける議論も起こっているようです。

いつかフリーポート内に眠っている数々の美術品を直に鑑賞できたら。生きているうちに実現するよう願っています。

弁護士　谷川　生子

（事務所ニュース・2023年新年号掲載）
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【コラム】教えることは難しい（弁護士佐渡島啓）
この数年、埼玉県内の高校や専門学校で過労死防止対策等に関する特別授業をおこなっていますが、この中で、過労死や精神障害の発症が
労災認定される件数の多い業種（運送業、小売業、医療・介護等）についてピックアップし、長時間労働などに注意しなければいけないと
話すことがありました。すると、授業後に教員から、うちの学校からこれらの業種に就職する生徒が多い、生徒達が社会に出るのが怖くな
らないか心配だ、といったことを言われました

労働法の講義を担当している母校の早稲田大学では、毎回の講義後の学生のコメントで、例えば、三年も働いているのにアルバイトだから
という理由で有給休暇はないと言われているというような相談が多々寄せされます。しかし、法律的には、アルバイトであっても条件を満
たせば有給休暇は取得できます。そのため、このような質問に対しては、残念ながら法律違反の可能性があるようだと答えざるを得ません。

大人の一人として、このような労働環境が存在することを若者に伝えなければならないことを申し訳なく思います。それでも、労働法の長
い歴史を考えれば、若者が安心して働ける環境が少しずつでも実現されてきていることも事実だろうと思います。学生たちが働くことに前
向きになって社会に出ていけるよう、何を、どのように伝えるべきか、今年も試行錯誤したいと思います。　

弁護士　佐渡島　啓

（事務所ニュース・2023年新年号掲載）

【コラム】手の届かない星をつかむ（弁護士伊須慎一郎）
無趣味人間なのですが、妻と劇団公演を観に行くことが好きです。今年は、こまつ座の「貧乏物語」、「紙屋町さくらホテル」、「頭痛
肩こり　樋口一葉」、「イヌの仇討」、「吾輩は漱石である」を観劇しました。
どれも甲乙付け難いのですが、男闘呼組の高橋和也さんが広島に投下された原爆により壊滅した移動演劇桜隊（さくら隊）の隊長を務めた
俳優丸山定夫さんを生き生きと演じた「紙屋町さくらホテル」は素晴らしかった。腹の底から笑ったのは久しぶりだったのではないでしょ
うか。
高橋さんは「（戦争中）演劇にのめりこむことで救われる部分もあるだろうし、現実と対決しているように見える。そういう形でしか自分
達の生を全うできなかったのではないか。」、演出の鵜山仁さんは「戦争責任を、また表現の自由について考えることを、舞台の上でつき
つめなければならない。打ち勝てない敵と戦う、手の届かない星をつかむ、我々はそういう「見果てぬ夢」を忘れてしまっているのではな
いか」と述べられています。
ふと、小島誠一自由法曹団元団長が「使命、自分の人生、全人格をかけた使命というものに価値を見いだせたときに、初めてその人生は輝
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くのではないかと思う。」と述べられていたことを思い出しました。
私には手の届かない星をつかむことはできないかもしれませんが、つかもうとする気持ちを持ち続けたいと考えています。

弁護士　伊須　慎一郎

（事務所ニュース・2023年新年号掲載）

【コラム】大河ドラマの楽しみ（弁護士高木太郎）
【コラム】を更新しました
【コラム】大河ドラマの楽しみ（弁護士高木太郎）
https://saitamasogo.jp/?p=90288

#埼玉総合法律事務所
#弁護士高木太郎
#高木太郎

https://saitamasogo.jp/isushinichiro
https://saitamasogo.jp/archives/90288

